
全
乃
夫
局
、
。
ル

第
三
十
八
巻

第
一
一
蹴

昭
和
五
十
四
年
六
月

震
行

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
黛
武
力
蜂
起
の
失
敗
と

メ
ッ
カ
巡
謹
者
と
の
閥
係

(
一
九
二
六
|
二
七
)

方く

積

昭

は
じ
め
に

一

サ

ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
建
園
と
そ
の
園
際
政
治
へ
の
影
響

二

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
巡
雄
封
策
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
禁

三

P
I
I
等
関
係
者
八
人
の
逮
捕

四
む
す
び
事
件
の
結
末
と
意
義
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t主

じ

め

イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
典
『
コ
ラ

1
ン
』
は
、
信
者
が
果
た
す
べ
き
義
務
と
し
て
、
信
仰
の
告
白
、

躍
奔
、
断
食
、

喜
捨
、
聖
地
巡
曜
の
五
つ
を

家
げ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
中
で
最
後
の
聖
地
巡
躍
は
、
健
康
で
経
済
的
除
裕
の
あ
る
者
に
限
っ
て
課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
っ
た
が
、
敬
度
な

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
、
メ
ッ
カ
の
大
祭
に
参
加
す
る
こ
と
が
一
生
の
念
顕
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
共
に
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ム
教
の
最
も
盛
ん
な
園
で
あ
る
。
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
敬

1 



2 

徒
は
全
人
口
の
九
割
を
占
め
る
、

と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
。
中
部
・
東
部
ジ
ャ
ワ
の
イ
ス
ラ
ム
教
の
よ
う
に
、
他
の
諸
宗
教
と
融
合
し
て
、
濁

特
の
嬰
容
を
日遂
げ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
け
れ
ど
も
、

西
部
ジ
ャ
ワ
や
ス
マ
ト
ラ
に

お
け
る
イ
ス
ラ
ム
布
数
が
は
る
か
に
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
よ
い
例
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
聖
地
迩
躍
に
示
し
て
来
た
熱
意
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
全
世
界
の

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
分
布
か
ら
見
て
、
こ
の
間
闘
は
地
理
的
に
最
も
遠
く
位
置
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
す
で
に
十
七
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
土
着
君
主
は
し
ば
し
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
園
の
船
に
み
ず
か
ら
乗
り
、
あ
る
い
は
代
理
の
使
節
を
乗
せ
て

聖
地
巡
躍
を
行
な
っ
た
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
風
習
は
王
族
の
み
な
ら
ず

一
般
に
も
ひ
ろ
が
り
、

と
く
に
一
八
六
九
年
の
ス
エ
ズ
運

河
開
設
以
後
、

イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
汽
船
曾
祉
が
、
紅
海
中
央
部
の
ア
ラ
ビ
ア
の
港
ジ
ェ
ッ
ダ
に
定
期
船
を
航
行
さ
せ
る
様
に
な
る

と
、
巡
躍
者
の
数
は
急
増
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は

イ
ギ
リ
ス
、

フ
-
フ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
(
の
ち
に
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
)
、

ベ
ル
シ
ア
な
ど
と
共
に
、
自
園
民
が
メ
ッ
カ
巡
躍
と
密
接
な

- 2 ー

開
係
を
有
す
る
園
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
諸
固
と
同
様
、

ジ
ェ
ッ
ダ
に
領
事
館
を
置
き
、
検
疫
を
口
貫
と
し
て
、
自
園
民
の
出
入

港
を
管
理
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
一
八
七
八
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
巡
植
者
総
数
の
統
計
が
あ
り
、

こ
れ
は
オ
ラ

ン
ダ
政
府
護
行
の
『
東
イ
ン
ド
報
告
』

(γnmM円
Z
3
3
r
h
)
末
尾
の
表
に
毎
年
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

レ
ヒ
ト
(
』
・
ざ
包
g
f
o向
。
は
さ
ら
に
他
の
史
料
を
も
参
照
し
て
一
九
四

O
年
ま
で
の
統
計
を
作
成
し
、
彼
の
論
文
の
末
尾
に
附
録
と
し
て
載

①
 

せ
て
い
る
。
彼
自
身
も
こ
の
表
の
解
説
で
述
べ
て
い
る
様
に
、
こ
の
数
字
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
以
外
、
(
す
な
わ
ち
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ナ
ン
、
ジ
エ
ツ

オ
ラ
ン
ダ
の
枇
曾
撃
者
フ
レ

l
デ
ン
プ

ダ
な
ど
)
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
必
ず
し
も
含
ま
ぬ
場
合
が
あ
り
、

②
 

者
は
記
録
に
現
わ
れ
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
概
数
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
ま
し
て
、
こ
の
統
計
に
併
記
さ
れ
て
い
る
、

ま
た
全
く
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
た
ず
に
入
港
す
る

全
世
界
か
ら
の
巡
植
者

組
数
は

「
不
明
」
の
年
が
五
回
も
あ
り
、
そ
の
信
頼
度
は
さ
ら
に
限
ら
れ
て
来
る
。
し
か
し、

そ
の
貼
に
留
意
し
つ
つ
雨
者
の
数
字
を
比
較
す

れ
ば
、
幾
つ
か
の
興
味
深
い
事
買
が
分
る
。

ま
ず
、
こ
の
六
二
年
聞
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
メ
ッ
カ
巡
躍
者
組
教
は
貫
に
六
七
薦
人
に
達
し



た
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
前
述
の
嬰
則
な
い
し
不
正
入
園
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
こ
の
他
に
マ
ラ
イ
半
島
そ
の
他
の
イ
ギ
リ
ス
植

民
地
出
身
者
が
多
敷
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
驚
く
べ
き
現
象
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
全
世
界
か
ら
の
巡
瞳
組
数
の
中
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
者
は
常
に
か
な
り
高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
出
身
者
が
史
上
最
高
の
数
に
達
し
た
の
は
、

イ
ス
ラ
ム
暦
一
三
四
五
年
(
西
暦
一
九
二
六
年
七
月
二
一
日
|
二
七
年
七
月
一
日
)
の
五
二
、
四
一
一
一

人
で
あ
り
、
こ
の
年
の
全
巡
躍
者
数
の
四
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
嘗
る
。
ま
た
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
だ
け
を
問
題
に
す
る
な
ら
、

イ
ス
ラ
ム
暦
一

三
三
二
年
(
西
暦
一
九
一
一
一
一
年
二
月
三

O
日
l
一
四
年
二
月
一
九
日
)
は
同
年
の
全
巡
薩
者
数
の
丁
度
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
こ
れ
が
最
大

の
敷
字
で
あ
る
。
全
時
代
を
通
じ
て
の
百
分
比
の
卒
均
は
一
八
・

O
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
必
ず
し
も
多
い
率
と
は
言
え
な
い
が
、
地
理
的
な
距

離
や
、
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
半
島
内
部
の
政
情
不
安
、
戦
範
に
よ
る
海
上
交
通
の
杜
絶
等
を
考
え
に
入
れ
れ
ば
、
や
は
り
注
目
に
債

イ
ギ
リ
ス
領
の
マ
ラ
イ
そ
の
他
の
植
民
地
や
、
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
か
ら
の
巡
艦
者
は
、

す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
こ
の
中
に
は
、

私
の
嘗
面
の
課
題
は
、
巡
瞳
の
全
期
聞
を
通
観
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
一
八
七
三
年
に
ヘ
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ン
が
、

エ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ヘ
ル
、
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
パ
夕
、
ブ
ス

- 3ー

切
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

『
メ
ッ
カ
へ
の
巡
瞳
行
』
と
い
う
小
加
子
を
著
わ
し
て
以
来
、
管
見
の
及
ぶ
範
圏
で
も
、

③
 

ケ
な
ど
の
著
書
が
あ
り
、
ま
た
前
述
の
フ
レ

1
デ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
論
文
は
一
九
六
二
年
に
書
か
れ
、
社
禽
皐
的
方
法
を
用
い
た
優
れ
た
分
析
の

成
果
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
同
じ
史
料
に
頼
っ
て
い
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
新
し
い
何
物
か
を
附
け
加
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能

で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
私
は
、

一
九
二
六
年
七
月
か
ら
二
七
年
七
月
に
至
る
巡
躍
シ
ー
ズ
ン
に
視
野
を
限
り
、

メ
ッ
カ
巡
雄
者
に
射
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

産
禁
の
宣
停
活
動
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
最
も
基
本
的
な
史
料
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
王
園
植
民

省
と
外
務
省
の
文
書
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
外
務
省
の
ア
ラ
ビ
ア
及
び
エ
ジ
プ
ト
関
係
文
書
は
「
大
使
館
文
書
」

9
B
E
M
a
〉

R
E
2る
と
呼
ば

れ、

ハ

l
グ
の
外
務
省
分
室
倉
庫
に
あ
る
が
、
整
理
が
極
め
て
悪
く
、
現
在
は
閲
覧
不
能
で
あ
る
。
園
立
文
書
館
及
び
王
立
国
書
館
の
新
館
が

3 
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完
成
す
る
一
九
七
九
年
に
は
利
用
可
能
と
な
る
様
に
聞
き
及
ん
で
い
る
。

ま
た
植
民
省
文
書
は
、
戦
後
の
植
民
省
底
止
に
伴
な
い
、

一
九

O
O

こ
の
文
書
の
根
幹
を
な
す
『
公
式
報
告
』

2
2
r
E〉
は
公
開
の
部
と
秘
密
の

@
 

一
九
六
三
年
ご
ろ
か
ら
、
年
代
順
に
古
い
文
書
か
ら
閲
覧
が
許
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
今
回
研
究
の
封
象
と
す
る

時
期
の
『
公
式
報
告
』
が
解
禁
に
な
っ
た
の
は

一
九
七

0
年
代
の
初
め
ご
ろ
で
あ
り
、
私
は
一
九
七
八
年
の
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
四
カ
月

間
、
こ
の
文
書
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
に
次
い
で
重
要
だ
っ
た
の
は
同
園
ラ
イ
デ
ン
市
の
王
立
室
譜
・
地
理
・
民
族
皐
研
究
所

(穴

g
E
Eニ
r
H
Z
Z
E同

5
2
吋

E
「
-
F
E
ι
1
2
〈

O
F
g
r
E号
)
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
『
ホ
ベ

l
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
(
の
。
zonto
肘

E
r
o
o
r
b
o〉

年
以
後
の
同
省
文
書
は
内
務
省
文
書
課
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。

部
の
二
種
に
分
け
ら
れ
、

で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ス
ラ
ム
皐
の
大
家
で
長
い
開
「
原
住
民
問
題
顧
問
官
」
を
勤
め
た
エ
ミ
l
ル
・
ホ
ベ
ー
が
生
前
に
集
め
て
い
た
文
書
を
同

研
究
所
に
寄
贈
し
た
も
の
で
、
前
述
の
『
大
使
館
文
書
』
に
含
ま
れ
な
が
ら
閲
覧
出
来
な
か
っ
た
毎
年
の
『
巡
躍
報
告
』
の
う
ち
、
数
年
分
は

⑤
 

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
て
、
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
ら
雨
機
関
、
な
ら
び
に
私
の
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
に
つ
い
て
フ
エ
ロ
l

シ
ッ
プ
を
輿
え
て
く
れ
た
「
ラ
イ
デ
ン
大
与
基
金
」

(
『
正
目

C
2
2
5
E門

臼
『

o
E〉
に
、
深
甚
な
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
研

- 4 ー

|
|
東
南
ア
ジ
ア
」
班
に
協
力
し
つ
つ
、

究
は
、
私
が
腐
し
て
い
る
特
定
研
究
「
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
文
化
摩
擦
の
研
究
」

か
っ
そ
の
刺
激
を
受
け
つ
つ
貫
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
研
究
自
践
は
終
始
私
個
人
が
行
な
っ
た
も

の
中
の

「
文
化
の
俸
播
と
摩
擦

の
で
あ
る
。
従
っ
て
文
中
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
す
べ
て
私
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
明
記
し
て
お
き
た
い
。

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
建
園
と
そ
の
園
際
政
治
へ
の
影
響

聖
地
巡
雄
者
激
増
の
背
景
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
お
け
る
政
治
情
勢
の
植
民
化
に
二
言
鯛
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
次
世
界
大
戦
中
、
聖
地
メ
ッ
カ
の
シ
エ
リ
フ
で
あ
っ
た
ハ
シ
ム
家
の
フ
セ
イ
ン
は
、
数
世
紀
に
わ
た
る
オ
ス
マ

1
ン
・
ト
ル
コ
帝
園
の

支
配
を
脱
し
て
、
濁
立
を
宣
言
し
、
紅
海
沿
岸
の
へ
ジ
ャ
ス
地
方
を
制
し
た
後
、

@
 

た
。
嘗
時
ト
ル
コ
は
ド
イ
ツ
側
に
立
っ
て
参
戦
し
て
お
り
、

一
九
一
六
年
十
一
月
、

「
ア
ラ
ブ
園
」
の
王
と
し
て
即
位
し

フ
セ
イ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
援
助
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
半
島
中
央
部
の
ネ
ジ
ド



地
方
に
勢
力
を
布
く
サ
ウ
ド
家
は
年
来
ハ
シ
ム
家
と
敵
封
関
係
に
あ
り
、

⑦
 

た
。
さ
ら
に

一
九
二
四
年
三
月
、
フ
セ
イ
ン
が
濁
断
で
カ
リ
フ
の
位
に
つ
い
た
こ
と
は
、

フ
セ
イ
ン
が
「
ア
ラ
ブ
園
王
」

を
備
稽
し
た
こ
と
に
憤
慨
し
て
い

イ
ス
ラ
ム
世
界
内
部
に
大
き
な
不
満
を
ま
き
起
こ
し

⑨
 

た
。
こ
の
機
曾
に
乗
じ
て
サ
ウ
ド
家
の
イ
プ
ン
・
サ
ウ
ド
は
メ
ッ
カ
に
入
城
し
、
敗
れ
た
フ
セ
イ
ン
は
逃
亡
し
た
。

@
 

イ
プ
ン

・
サ
ウ
ド
は
ヘ

ジ
ャ
ス
の
王
と
な
っ
た
。
や
が
て
一
九
三
二
年

⑪
 

九
月
十
八
日
、
彼
の
版
園
は
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
改
め
ら
れ
、
彼
は
そ
の
初
代
園
王
と
な
る
の
で
あ
る
。
サ
ウ
ド
家
は
原
初
イ
ス
ラ
ム
数
の

精
神
へ
の
復
蹄
を
説
く
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ッ
ハ
l
ブ
涯
」
に
属
し
、

。

は
強
い
警
戒
の
念
を
持
っ
て
い
た
。

め
た
。 ジ

ェ
ッ
ダ
、

メ
デ
ィ
ナ
の
征
服
も
終
り
、

一
九
二
七
年
一
月
四
日
、

箪
規
の
正
し
い
サ
ウ
ド

軍
に
よ
り ム

ス
リ
ム
同
士
の
連
帯
を
説
く
一
方
、
宗
数
に
政
治
が
介
入
す
る
こ
と
に

聖
地
周
遁
の
治
安
は
回
復
さ
れ
、

巡
膿
者
の
数
は
再
び
増
加
し
始

サ
ウ
ド
家
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
全
土
の
統
一
は

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
園
の
劉
ア
ラ
ブ
政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
な
か
で
も
、
こ
の
地

域
に
最
大
の
関
心
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
の
動
揺
は
大
き
か
っ
た
。

っ
て
フ
セ
イ
ン
を
支
援
し
て
お
り
、

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
ア
ラ
ビ
ア
局
は
「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」
の
助
言
に
従

- 5 ー

一
方、

同
省
イ
ン
ド
局
お
よ
び
そ
れ
に
つ
ら
な
る
イ
ン
ド
穂
督
府
、
植
民
地
省
は
、

別
の
ア
ラ
ブ
通
フ
ィ

@
 

ル
ビ
l
(
E
O
ロミ

ωこ
。
Z
E
M
H
-『
『
)
の
意
見
を
用
い
て
、
早
く
か
ら
イ
プ
ン

・
サ
ウ
ド
の
絡
来
を
有
望
視
し
て
い
た
。
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の

成
立
は
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
で
の
後
者
の
路
線
の
勝
利
を
意
味
し
た
が
、
従
来
の
行
き
が
か
り
上
、
サ
ウ
ド
家
と
の
折
衝
が
固
滑
を
紋
く
こ

と
に
な
り
、
外
交
上
大
幅
な
後
退
を
齢
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

他
方
、

イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
く
第
一
次
世
界
大
戦
の
勝
者
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
よ
り
も
シ
リ
ア
、

フ
リ
カ
方
面
に
深
い
関
心
を
示
し
て
い
た
た
め
、
サ
ウ
ド
家
と
ハ
シ
ム
家
の
勢
カ
逆
轄
に
よ
っ
て
さ
ほ
ど
の
影
響
を
受
け
ず
、

⑬
 

い
反
陸
を
示
さ
な
か
っ
た
。

レ
バ
ノ
ン
お
よ
び
北
ア

ま
た
特
に
新
し

5 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
射
し
て
大
い
に
有
利
な
立
場
に
置
か
れ
た
の
が
小
園
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
さ
き
に
述
べ
た
ロ
レ

ン
ス
と
フ
ィ
ル
ピ
ー
と
の
意
見
封
立
が
あ
っ
た
の
に
ひ
き
か
え
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
イ
ス
ラ
ム
政
策
は
、
嘗
時
イ
ス
ラ
ム
皐
の
世
界
的
権
威
で



6 

あ
っ
た

C
・
ス
ヌ

l
ク
・
ヒ
ュ
ル
フ
ロ

l
ニ
エ
(
の

-
r
E
n
r
z
c「
旬
。
と
ら
の
助
言
に
負
う
所
が
多
か
っ
切
。

ス
ヌ

l
ク
は

一
貫
し
て
イ
プ

ン
・
サ
ウ
ド
を
支
持
し、

そ
の
賂
来
性
を
強
調
し
て
い
た
た
め
に
、

・サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
樹
立
後
、

イ
ブ
ン
・
サ
ウ
ド
は
そ
の
友
好
的
姿
勢
を

多
と
し
て
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ
を
優
遇
す
る
態
度
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

オ
ラ

ン
ダ
の
外
交
上
の
優
越
は
、
し
か
し
単
な
る
幸
運
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、

⑮
 

周
到
な
配
慮
に
よ
っ

て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。

一
九
二
八

年
四
月
二
十
七
日
に
ジ

ェ
ッ
ダ
駐
在
オ
ラ
ン
ダ
領
事
D
・
フ
ァ
ン

・
デ
ル
・
ミ
ュ

l
レ
ン

(
0
・
5
ロ

ι
2
F
A
2
-
g〉
が
書
い
た
一
九
二
六
|
二

七
年
期
の

『
巡
艦
報
告
』
(
匂
ミ
2
2ミ
Mesahh
a
h
H
UN
∞l
N
吋
〉
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
イ
ブ
ン

・
サ
ウ
ド
は
長
子
サ
ウ
ド
を

エ
ジ
プ
ト
へ
、
衣
子

フ
ァ
イ
サ
ル
を
、
英
・
俳
・
蘭
三
国
へ
波
遁
し
て
、
こ
れ
ら
の
園
々
が
自
分
を
へ
ジ
ャ
ス
王
と
し
て
正
式
に
承
認
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
答
躍

を
行
な
っ
た
。
こ
の
時
、

イ
ギ
リ
ス
は
外
交
路
線
の
混
乱
も
嗣
い
し
て
歓
迎
ぶ
り
は
冷
淡
で
あ
り
、

サ
ウ
ド
家
と
親
し
い
フ
ィ
ル
ビ
ー
は
個
人

的
に
は
よ
く
霊
力
し
た
が
、
皮
肉
に
も
そ
の
た
め
に
公
式
政
府
の
側
の
無
関
心
ぶ
り
が
非
常
に
目
立
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は

- 6ー

故
意
に
で
は
な
く
無
知
か
ら
、

こ
の
使
節
園
の
パ
リ
訪
問
に
際
し
て
何
の
公
式
日
程
も
立
て
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
知
ら
せ
を
聞
い
て
イ
ギ
リ

⑮
 

ス
か
ら
急
行
し
た
フ
ィ
ル
ビ
ー
が
代
っ
て
一
行
を
数
日
開
案
内
す
る
始
末
で
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
毎
日
入
念
な
行
事
を
準
備
し
、

に
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ

ナ
女
王
と
の
謁
見
や
、

こ
れ
に
ひ
き
か
え
、

フ
ァ

イ
サ
ル
王
子
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
十
二
分
に
示
し
た
。
特

ス
ヌ

1
ク
・
ヒ
ュ
ル
フ
ロ

l
ニ
エ
の
優
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
皐
力
は
、

王
子
を
深
く
印
象
づ
け
た
ら

し
い
。
王
子
は
同
行
し
た
報
告
の
筆
者
フ
ァ

ン
・
デ
ル

・
ミ
ュ

l
レ
ン
か
ら
ス
ヌ

1
ク
の
印
象
を
聞
か
れ
て
、

ス
ヌ

l
ク
数
授
は

そ
ハ

メ
ダ
ン
で
し
ょ
う
。
兄
弟
の
み
が
こ
れ
程
よ
く
我
々

の
習
慣
を
知
り
、

@
 

る
す
べ
を
心
得
て
い
ま
す
。
彼
は
私
よ
り
純
粋
な
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
し
ま
す
。

ま
た
私
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
私
に
興
え

と
激
賞
し
て
い

る。

こ
の
た
め
ジ
ェ
ッ
ダ
の
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
は
、

イ
ブ
ン

・
サ
ウ
ド
王
か
ら
同
地
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
と
の
聞
に
あ
る
敷
地

を
贈
ら
れ
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
開
設
禽
祉
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
「
貿
易
曾
祉
」

(
Z
E
E
Sι臼
nZ
E
S
P
-
B
2
5
E宅
5
ゃ
、
二
、
三
の

⑩
 

銀
行
も
他
園
に
先
が
け
て
ジ
ェ
ッ
ダ
に
支
庖
開
設
を
許
さ
れ
た
。
ま
た
サ
ウ
ド
政
府
は
海
外
へ
の
支
挽
い
機
関
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
銀
行
を
選



⑮
 

び
、
か
つ
閲
税
牧
入
も
同
行
を
通
じ
て
納
入
さ
せ
て
い
た
。
従
っ
て
へ
ジ
ャ
ス
地
匿
に
お
け
る
銀
行
業
務
は
オ
ラ
ン
ダ
の
濁
占
と
な
り
、
最
初

巡
躍
に
関
す
る
業
務
を
珠
想
し
て
開
設
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
支
庖
は
、
金
融
そ
の
他
一
般
銀
行
業
務
の
方
で
一
層
大
き
な
利
盆
を
翠
げ
、
巡
躍
閲

@
 

係
業
務
は
副
次
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
の
好
意
的
待
遇
は
こ
れ
だ
け
で
は
な

し
か
も
、

ぃ

。

オ

ラ

ン

ダ

の

ジ

ェ

ッ

ダ

駐

在

領

事

は

他

園

領

事

と

同

様

、

一

九

一

一

一

年

ー

に

な

る

と
、
停
年
退
職
し
た
ジ
ャ
ワ
人
ラ
デ
ン
・
ア
プ
・
バ
ク
ル
(
刃
包

g
〉

E
回
件
。
と
い
う
人
物
を
領
事
館
の
蝿
託
と
し
て
メ
ッ
カ
に
常
駐
さ

メ
y

カ
の
聖
域
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

せ
る
こ
と
が
出
来
る
援
に
な
り
、

さ
ら
に
一
九
二
四
年
以
後
は
ジ
ャ
ワ
人
の
ム
ス
リ
ム
か
ら
任
命
さ
れ
た
副
領
事
一
名
を
メ
ッ
カ
に
常
駐
さ
せ

る
の
が
慣
例
と
な
っ
た
。
こ
の
副
領
事
は
公
式
に
は
ジ
ェ
ッ
ダ
の
副
領
事
で
あ
り
、

イ
ブ
ン
・
サ
ウ
ド
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
同
様
の
要
求
が
出
る

こ
と
を
恐
れ
て
、
こ
の
案
に
は
非
常
な
難
色
を
示
し
た
と
俸
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
こ
れ
は
黙
認
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
同
様
の
特
権

@
 

は
他
の
園
に
許
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
は
、
自
園
植
民
地
の
原
住
民
が
メ
ッ
カ
に
形
成
し
た
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ

ワ
コ
ロ
ニ
ー
」
旬
、
さ
ら
に
聖
地
の
一
般
朕
勢
に
つ
い
て
他
園
の
追
障
を
許
さ
な
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

- 7 ー

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
巡
躍
封
策
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
禁

メ
ッ
カ
巡
躍
に
深
い
開
心
を
示
し
た
西
洋
列
強
は
、
盟
十
に
英
、
併
、
蘭
の
三
園
だ
け
で
は
な
か
ア
た
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
圏
ロ
シ
ア
は
領

内
に
多
数
の
ム
ス
リ
ム
を
擁
し
、
す
で
に
帝
政
時
代
か
ら
そ
の
管
理
に
力
を
注
い
で
い
た
ら
し
い
。
明
治
四
二
年
(
一
九

O
九
年
)

一
二
月
の

大
祭
に
最
初
の
日
本
人
と
し
て
メ
ッ
カ
巡
雄
を
行
な
っ
た
山
岡
光
太
郎
は
、

ジ
ェ

γ
ダ
で
の
印
象
を
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

同
行
者
の
奮
友
に
し
て
ヂ
ッ
ダ
露
園
領
事
館
書
記
生
某
を
訪
ふ
。
某
は
鍵
担
人
に
し
て
回
数
徒
な
り
。
此
地
に
駐
在
す
る
こ
と
既
に
二
十

有
徐
年
な
り
と
い
ふ
。
某
に
三
子
あ
り
。
内
二
名
は
ト
ル
コ
陸
軍
に
奉
職
す
る
将
校
に
し
て
、
目
下
主
都
に
勤
務
せ
り
と
。
白
髪
童
顔
の

好
老
爺
、
身
は
露
園
の
俸
除
に
衣
食
し
つ
つ
、
我
戦
勝
を
欣
羨
祝
賀
し
、
宗
園
を
熱
罵
痛
笑
す
る
と
こ
ろ
、
本
気
の
沙
汰
と
思
は
れ
ざ
れ

@
 

ど
も
、
其
出
生
の
ア
ジ
ア
民
族
に
出
で
、
世
襲
的
報
復
の
血
性
遺
存
す
を
思
は
ば
、
叉
不
可
思
議
に
も
非
ざ
ら
ん
か
。

7 



8 

こ
の
人
物
の
名
を
知
る
こ
と
は
残
念
な
が
ら
不
可
能
で
あ
る
が
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
巡
躍
政
策
の
一
端
を
う
か
が
う
に
足
る
史
料
と
言
え
よ
う
。

社
曾
主
義
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
も
、

メ
ッ
カ
巡
曜
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
は
深
い
関
心
を
持
ち
績
け
た
様
で
あ
る
。
ジ

エ
ツ
ダ
の
ソ
連
領
事
館
は
存
績
し

一
九
二
六
年
ご
ろ
は
ハ
キ
モ
フ
(
広
島

5
0『
〉
な
る
人
物
が
領
事
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
の
外
交

筋
に
よ
れ
ば
、

(
停
令
使
)
に
よ
司
て
定
期
的
に
指
令
を
受
け
て
お
り
、

@
 

こ
う
い
う
出
費
の
か
さ
む
政
策
が
と
ら
れ
る
の
は
、
極
め
て
異
例
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

ソ
連
領
事
館
は
モ
ス
ク

ワ
か
ら
ク
l
リ
エ

一
介
の
領
事
館
に
封
し
て

オ
ラ
ン
ダ
の
カ
イ
ロ
駐
在
公
使
館
は
す
で
に
一
九
二
五
年
ご
ろ
か
ら
、

@
 

報
告
を
迭
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

ジ
ェ
ッ
タ
の
ソ
連
領
事
館
の
宣
停
活
動
に
注
目
し
、
本
圏
外
務
省
に

> 
え、

一
九
二
六
年
五
月
以
来
、

ソ
連
領
事
館
の
宣
停
活
動
が
英
領
イ
ン
ド
の
民
族
主
義
運
動
に
影
響
を
輿
え
て
い
る
も
の
と
考

@
 

ハ
キ
モ
フ
を
ジ
ェ
ッ
ダ
か
ら
遠
ざ
け
る
様
、
種
々
工
作
を
試
み
て
い
た
。
彼
は
同
地
の
オ
ラ
ン
ダ
代
表
筋
と
、

イ
ギ
リ

ス
の
カ
イ
ロ

駐
在
高
等
排
務
官
も
、

丁
度
こ
の
噂
を
裏
づ
け
る
様
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
一
九
二
六
年

一
一
月
一
一
一
日
に
、

ジ
ャ
ワ
西
部
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
お
よ
び
バ
ン
タ
ム
に

- 8ー

こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

お
い
て
、
共
産
鉱
員
に
よ
る
武
装
蜂
起
が
始
ま
り

一
一
一
月
中
旬
ま
で
の
聞
に
政
府
軍
に
よ
っ
て
鎮
座
さ
れ
た
。
そ
の
知
ら
せ
は
逐
一
全
世
界

に
傍
え
ら
れ
た
様
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
一
一
月
二
八
日
附
の
カ
イ
ロ
の
新
聞
『
ア
ル
・
ア
ハ
ラ
ム
』
は
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞

『
レ
・
デ
バ
』
の

記
事
を
引
用
し
て
、

ソ
連
の
ジ
ェ
ッ
ダ
駐
在
領
事
館
員
の
活
動
を
詳
細
に
説
明
し
、

こ
の
職
員
の
仕
事
は
ム
ス
リ
ム
巡
躍
者
逮
の
聞
に
共
産
主
義
思
想
を
贋
め
る
こ
と
に
あ
る
。
多
数
の
使
者
が
彼
等
の
乗
船
の
到
着
に
際
し

ジ
ェ
ッ
ダ
の
港
か
ら
メ
ッ
カ
ま
で
同
行
し
て
、
文
字
の
讃
め
る
者
の
聞
に
宣
停
文
書
を
配
布
し
、
共
産
主
義

@
 

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憎
悪
へ
の
誘
い
で
、
彼
等
を
元
気
、
、
つ
け
る
。

て
巡
躍
者
を
迎
え
に
行
き
、

と
記
し
て
い
る
。
現
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
で
の
記
事
で
あ
る
た
め
に
、
あ
た
か
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
武
装
蜂
起
が
専
ら
聖
地
周
迭
で
の
ソ
連

の
宣
俸
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
か
の
様
な
印
象
を
、
讃
者
に
奥
え
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
か
っ



事
件
護
生
直
後
、

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
外
務
大
臣
ダ
ム
ル
l
ジ
は
オ
ラ
ン
ダ
領
事
と
接
鯖
し
、
『
ア
ル
・
ア
ハ
ラ
ム
』
紙
の
報
道
を
根
援

オ
ラ
ン
ダ
側
の
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
。
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
と
し
て
は
、

「メ

ッ
カ
や
メ
デ
ィ
ナ
に
反
オ
ラ

@
 

ン
ダ
運
動
の
温
床
が
出
来
た
と
い
う
印
象
を
外
部
に
輿
え
た
ら
、
如
何
に
不
利
に
な
る
か
を
熟
知
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
従
っ
て
高
一
こ
の

様
な
事
貨
が
あ
れ
ば
、
断
乎
と
し
て
阻
止
す
る
と
い
う
決
意
を
オ
ラ
ン
ダ
側
に
俸
え
た
の
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
側
も
、

薄
弱
と
見
な
し
つ
つ
も
、

も
し
こ
の
園
で
反
オ
ラ
ン
ダ
宣
俸
が
公
け
に
許
さ
れ
て
い
る
援
に
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
勿
論
東
イ
ン
ド
政
府
は
そ
の
園
民
を
も
は
や
巡
躍
に

迭
り
出
す
こ
と
を
許
さ
な
い
だ
ろ
ヤ

と
答
え
て
い
る
。

嘗
時
メ
ッ
カ
在
住
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
ム
ス
リ
ム
の
聞
に
衣
の
二
つ
の
園
陸
が
結
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ジ
ェ
ッ
ダ
領
事
フ
ァ
ン
・

@
 

デ
ル
・
ミ
ュ
l
レ
ン
か
ら
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
総
督
へ
の
一
九
二
七
年
六
月
一
七
日
附
報
告
で
分
る
。
こ
の
報
告
の
原
文
は
か
な
り
長
い
も
の
な
の

で
、
そ
の
全
文
の
代
り
に
大
要
を
記
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

領
事
は
副
領
事
か
ら
の
上
申
に
基
づ
き
‘

こ
の
圏
睡
を
、

そ
れ
ぞ
れ

S
B
I
3百
五
回
切
O

ロ
ι
F
L
o
S己
申
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
シ
ェ
イ
ク
同
盟
)

- 9ー

お
よ
び

P
I
I
9
0
2
2
-
E
Zロ
E
曲目

Fι
。ロ

EFm
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
協
品
目
〉
と
呼
ん
で
い
る
。
商
圏
置
と
も
西
部
ジ
ャ
ワ
の
タ
ン
ク
l

ア
ン
・
ガ
ル
ッ
ト
出
身
の
共
産
黛
員
マ
ハ
ダ
ル

(
p
p
r
E
C
と
い
う
人
物
が
議
長
を
勤
め
て
い
た
。
こ
の
マ
ハ
ダ
ル
は
一
九
二
六
年
一
一
月
一

一
一
日
深
夜
に
西
部
ジ
ャ
ワ
の
チ
ア
ミ
ス
で
起
こ
っ
た
蜂
起
に
参
加
し
た
後
、
逃
亡
し
た
人
物
で
、

パ
ス
ポ
ー
ト
も
切
符
も
な
い
ま
ま
、
ネ
マ
ゼ

l
汽
船
曾
祉
の
汽
船
ア
ル
メ
ニ
ス
タ
ン
披
で
、
密
航
者
と
し
て
ジ
ェ
ッ
ダ
に
到
着
し
た
ら
し
い
。

S
B
I
は
1

報
告
者
に
従
え
ば
|
執
行
部
は
す
べ
て
共
産
主
義
者
で
あ
り
、

パ
ス
・
イ
ラ
ギ
(
〉

r
a
r
a
c
な
る
者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
同
行
し
て
来
た
巡
瞳
者
を
迎
え
、

さ
て
、
二
つ
の
圏
笹
の
う
ち
、

巡
躍
の
た
め
の
シ
ェ
イ
ク
、

ア

そ
の
中
か
ら
共
産
主
義
運
動
に
適
し
た
人

々
を
選
び
出
す
「
一
種
の
選
揮
機
関
」
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
イ
ク
の
側
で
は
こ
の
圏
監
を
自
分
の
も
の
と
心
得
、

自
己
の
名
を
冠
し
て
呼
ん
で
い

9 

た
が
、
執
行
部
と
シ
ェ
イ
ク
と
は
劃
立
し
て
お
り
、

シ
ェ
イ
ク
は

S
B
I
に
紹
介
す
る
際
に
一
入
賞
り
オ
ラ
ン
ダ
貨
で
二
ギ
ル
ダ
ー
五

O
セ
ン
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ト
受
取
る
だ
け
で
、

そ
れ
以
上
は
か
か
わ
り
を
持
た
な
い、

と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
運
動
に
過
し
、

ま
た
そ
う
い
う
志
向
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
人
々
は
、
第
二
の
園
地
胞
即
ち

P
I
I
の
メ
ン
バ

ー
に
な
る
様
に
働
き

か
け
ら
れ
る
。
今
年
の
巡
躍
シ

ー
ズ
ン
が
終
っ
た
後
、

S
B
I
の
三
人
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
は
、

S
B
ー
の
た
め
に
巡
躍
を
獲
得
す
る
目
的
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
蹄
る
こ
と
を
改
定
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
共
産
主
義
者
を
組
織
す
る
た
め
の
新
し
い
中
心
を
得
る
だ
け
で
な
く
、

シ
ェ
イ
ク

の
事
務
の
一
部
を
代
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
金
源
を
得
る
。
直
接
そ
の
金
を
入
手
す
る
の
は

S
B
ー
で
あ
る
が
、

@
 

使
わ
れ
る
。

そ
れ
は

P
I
I
の
行
動
に

こ
の
様
な
活
動
が
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
府
か
ら
怪
し
ま
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ジ
ャ
ワ
に
既
に
久
し
い
以
前
か
ら
計
重
さ
れ
て
い
た
「
み
ず
か

ら
巡
躍
を
行
な
う
固
鎧
」

(
O
K
g
r
E
r
R官
巳
N
E
O〉
の
た
め
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
園
憧
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
巡
雄
者
か
ら
暴
利
を
む
さ

ぽ
る
ア
ラ
ビ
ア
の
へ
ジ
ャ
ス
地
方
の
シ
ェ
イ
ク
達
を
閉
め
出
す
た
め
に
計
聾
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
人
々
は

S
B
I
や
P
I
I
の

S
B
I
は
三
人
の
指
導
者
を
ジ
ャ
ワ
ま
た
は

シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
に
行
か
せ
る
た
め
の
資
金
を
集
め
て
い
た
。

一
人
に
つ
き
三

O
ギ
ル
ダ
ー
が
必

- 10ー

動
き
を
こ
の
囲
健
の
た
め
の
も
の
と
思
い
込
み
、
あ
ま
り
疑
い
を
抱
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

要
で
あ
っ
た
。
ま
た

P
I
I
は
宗
数
回
鐙
の
形
を
取
り
、
議
長
は
前
述
の

マハ

ダ
ル
、
宗
教
敬
師
は
ス
マ

ト
ラ

西
岸
出
身
の
ジ

ャ
ナ

ン
・
タ
イ

プ

(
2
2
2
吋
E
r
)
と
い
う
人
物
で
あ
っ

た
。
タ
イ
プ
は
カ
イ
ロ
の
ア
ズ
ハ
ル
大
皐
の
兎
肢
を
持
っ
て
い
た
。

彼
は
新
聞
記
者
と
い
う
資
格
で

カ
イ
ロ
に
現
わ
れ
、
武
器
の
轍
入
に
つ
い
て
の
情
報
を
迭
る
手
筈
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
場
合
に
は

P
I
I
の
執
行
部
の

一
人
は
ア
リ
ミ

ン
や

タ
ン
・
マ
ラ
カ
と
接
鰯
す
る
た
め
に
カ
イ
ロ
に
波
遣
さ
れ
、

ま
た
別
の
一
人
は
セ
マ
ウ
ン
と
接
鯛
す
る
た
め
に
ソ
連
に
波
遣
さ
れ
る
計
重
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か

P
I
I
は
ジ
ャ
ワ
の
キ
ヤ
イ
(宗
教
教
師
)
の
仲
介
で

故
郷
の
同
憂
の
土
た
ち
と
文
通
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

キ
ヤ
イ
は
巡
艦

振
興
の
た
め
卒
素
か
ら
逼
信
を
さ
か
ん
に
行
な

っ
て
い
る
の

で
、
嘗
局
の
嫌
疑
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
か
?
た
。
こ
の
文
、
通
の
意
園
は

「
恐
怖

@
 

ま
た
は
打
撃
を
受
け
た
兄
弟
た
ち
を
再
び
鼓
舞
し
、
新
し
い
勇
気
を
輿
え
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
こ
の

P
I
ー
こ
そ
「
東
イ
ン

に
と
ら
わ
れ
、



ド
を
共
産
主
義
へ
と
育
成
す
る
た
め
の
中
心
組
織
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

以
上
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
禁
の
残
黛
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
二
つ
の
圏
鐙
の
活
動
お
よ
び
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
、

ン
・
デ
ル
・
ミ
ュ

l
レ
ン
の
報
告
で
あ
る
。
彼
は
一
九
七
七
年
に
刊
行
し
た
回
顧
録
『
君
に
は
雷
鳴
が
聞
え
な
い
か
?
』
の
中
で
、
第
一
回
の

@
 

ア
ラ
ビ
ア
在
任
時
代
(
一
九
二
六
l
一
一
一
一
)
に
一
三
頁
を
割
い
て
い
る
が
、
こ
の
二
圏
瞳
に
つ
い
て
の
説
明
は
全
部
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
他

の
関
係
者
の
報
告
は
も
と
よ
り
、
彼
自
身
の
数
多
い
報
告
の
中
で
も
、
こ
の
貼
に
詳
し
く
鯛
れ
た
の
は
一
九
二
七
年
六
月
一
七
日
附
及
び
二
二

し
か
し
報
告
が
首
尾
一
貫
し
て
論
理
的
、
か
つ
具
鐙
的
で
あ
る
所
か
ら
見
て
、

フ
ァ

日
附
〈
附
録
参
照
〉

の
も
の
だ
け
で
あ
る
。

私
は
恐
ら
く
こ
の

二
国
鐙
は
賓
際
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
一
九
二
七
年
五
月
一
八
日
、

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
糟
督
府
第
一
書
記
が

各
地
区
行
政
長
官
へ
の
通
達
の
中
で
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
事
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

今
年
の
巡
躍
者
の
中
に
各
種
の
過
激
主
義
者

(
2
5
2
2
0る
が
い
る
こ
と
を
、

を、

総
督
は
承
知
し
て
い
る
。

彼
等
は
巡
躍
に
波
立
つ
こ
と

-11ー

一
一
暦
の
追
及
を
く
ら
ま
す
た
め
の
手
段
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

彼
等
が
メ
ッ
カ
で
組
織
を
作
っ
て
お
り
、

ぴ
〔
他
の
〕
巡
艦
者
を
介
し
て
、
〔
東
イ
ン
ド
に
お
い
て
〕

ま
た
彼
等
〔
自
身
〕
及

そ
の
宣
俸
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
な
の
で
、
組
督
は
開
園
し

@
 

た
巡
瞳
者
達
を
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
様
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
黛
残
黛
の
活
動
は
、
ど
の
程
度
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
な
い
し
了
解
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
か
。
前
述
の
ソ
連
領
事
ハ
キ
モ
フ
に
劃
す
る
英
関
雨
園
の
外
交
官
筋
の
推
測
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
に
は
そ
の
可
能
性
は
薄
か
っ
た
と

し
か
思
わ
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
様
に
、
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
黛
の
武
装
蜂
起
そ
の
も
の

@
 

が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
連
絡
不
十
分
の
ま
ま
、
そ
の
方
針
に
反
し
て
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

p
I
I
等
関
係
者
八
人
の
逮
捕

11 

P
I
I
は
ハ
シ
ム
家
の
フ
セ
イ
ン
に
取
っ
て
代
っ
た
イ
プ
ン

・
サ
ウ
ド
の
統
治
を
許
し
て
、

フ
セ
イ
ン
の
治
世
よ
り
も
悪
い
と
し
て
大
い
に
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非
難
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち

フ
セ
イ
ン
は
治
安
の
黙
で
劣
る
所
が
あ
っ
た
代
り
に
言
論
や
思
想
の
統
制
を
行
わ
ず
、

巡
瞳
者
達
の
宗
数
的
見

解
を
全
く
自
由
に
放
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

イ
プ
ン
・
サ
ウ
ド
は
道
路
の
通
行
を
安
全
に
し
た
代
り
に
、

巡
曜
者
逮
か
ら
通
行
税
を
徴
牧
し
、

さ
ら
に
彼
等
の
宗
数
的
見
解
を
統
制、

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

@
 

イ
ラ

ン
人
や
イ
ン
ド
人
に
劃
し
て
も
、
政
治
的
煽
動
を
試
み
て
い
た
。

な
い
し
抑
匪
し
た
、

p
I
I
は
同
様
の
不
満
を
持
つ

ア
ラ
ビ
ア
在
住
の

P
I
I
の
他
の
活
動
は
聖
地
周
遊
の
水
運
び
人
足
公

2
る
に
も
向
け
ら
れ
た
。

@
 

入
賞
り
毎
月

一
五
グ
ル
l
シ
ュ
の
税
を
取
立
て
ら
れ
、
生
活
が
繁
で
は
な
い
の
で
、
彼
等
を
組
織
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
さ
せ
る
で
あ
ろ
う、

人
足
は
激
し
い

献
労
働
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

と

p
I
I
は
公
言
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
分
析
が
果
し
て
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
、

叉
か
り
に
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
、

ス

ト
ラ
イ
キ
な
ど
が
賀
行
可
能
で
あ
っ

た
か
に

つ
い
て
、
我
々
は
全
く
判
断
の
材
料
を
持
た
な
い
。
た
だ
ひ
と
つ
言
え
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
P

I
I
の
活
動
が
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
の
心
誼
を
害
し
た
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ミ
ュ

l
レ
ン
は
こ
う
記
し

- 12ー

て
い
る
。

首
地
の
政
府
は
、

め
た
。
し
か
し
、
こ
の
園
で
宣
停
活
動
を
す
る
こ
と
は
許
す
ま
い
、

〔P
I
I
の
〕
関
係
者
達
が
自
己
の
出
身
園
に
お
い
て
犯
し
た
か
も
知
れ
ぬ
事
柄
に
閲
し
て
は
、
干
渉
し
な
い
こ
と
に
決

者
連
を
検
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

オ
フ
ン

タ

政
府

'" の

約
束
を
守と
つ企h

t'7，@長
さ
れ
た

政
府
は
上
記
二
回
鐙
〔
S
B
I
と
P
I
I
〕
の
指
導

一
部
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
政
治
的
手
腕
に
長
じ
た
サ
ウ
ド
王
が

@
 

共
産
主
義
宣
停
を
「
パ
ン

・
イ
ス
ラ
ミ
ズ
ム
の
た
め
の
目
的
に
か
な
っ
た
手
段
」
と
し
て
抜
け
目
な
く
利
用
す
る
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
た
。

し
か
し
、
南
国
睦
の
検
挙
に
踏
み
切
る
ま
で
の

サ
ウ
デ
ィ
政
府
の
内
情
は
、
か
な
り
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
既
に
述
ベ
た
如
く
サ
ウ

ド
家
及
び
外
務
大
臣
ダ
ム

ル
l
ジ
の
親
オ
ラ
ン
ダ
感
情
は
明
白
で
あ
っ
た
が
、

「
私
は
イ
ブ
ン
・
サ
ウ
ド
王
は
〔
共
産
主
義
〕
宣
停
や
そ
の
結
果
に
つ
い
て
少
し
も
意
に
介
し
な
い
、

@
 

統
的
首
長
と
見
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
サ
ウ
ド
王
の
外
交
の
繁
幻
自
在
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
既
に
定
評
が
あ
っ
た
。
し
か
も
外
務
次

イ
ギ
リ
ス
の
外
交
筋
で
も、

一
種
の
俸

官
フ
ア
l
ド
・
ハ
ム
ザ

Q
E
ι
z
g
M
E
)
は

は
っ
き
り
と
反
オ
ラ
ン
ダ
的
で
あ

っ
た
し

さ
ら
に
閣
僚
の
多
く
は
シ
リ
ア
か
ら
の
亡
命
者



@
 

で
、
故
園
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
塵
政
に
苦
し
ん
で
い
た
だ
け
に
、
反
植
民
地
主
義
の
色
彩
が
濃
か
?
た
。
そ
の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ェ
ッ
ダ
領
事

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ミ
ュ

i
レ
ン
で
す
ら
そ
の
直
前
の
一
九
二
七
年
五
月
一
八
日
に
は
、

イ
ス
ラ
ム
園
政
府
は
キ
リ
ス
ト
教
の
西
欧
政
府
ー
ー
し
か
も
同
じ
イ
ス
ラ
ム
数
徒
数
百
高
人
を
支
配
し
て
い
る
政
府
ーー
ー
に
反
射
す
る
宣

俸
を
行
な
っ
て
い
る
と
の
理
由
で
、
「
ア
ラ
ー
の
客
人
」
を
そ
の
園
か
ら
追
立
て
る
こ
と
に
は
、
容
易
に
踏
み
切
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
、

彼
等
は
そ
の
約
束
の
結
果
を
お
の
が
身
に
引
受
け
よ
う
と
欲
し
な
い
の
だ
か
ら
、
我
々
の
政
府
に
こ
の
こ
と
で
干
渉
さ
れ
る
こ
と
を
、
極

@
 

め
て
不
倫
快
に
思
う
だ
ろ
う
。

と
記
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ア
ラ
ビ
ア
政
府
を
遂
に
幹
部
逮
捕
へ
と
踏
み
切
ら
せ
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

S 

B
I
お
よ
び

P
I
I
の
活
動
が
政
府
を
憤
慨
さ
せ
た
こ
と
も
一
因
で
は
あ
ろ
う
が
、
恐
ら
く
は
、

を
硬
化
さ
せ
れ
ば
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
園
庫
牧
入
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
及
ぶ
だ
ろ
う
、

に
せ
よ
、
政
策
決
定
の
全
権
は
サ
ウ
ド
王
の
手
中
に
握
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
閣
僚
そ
の
他
の
反
封
意
見
は
結
局
沈
黙
を
除
儀
な
く
さ
れ
た

と
の
考
慮
が
働
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

巡
瞳
の
最
大
の
供
給
者
た
る
オ
ラ
ン
ダ
政
府

い
ず
れ
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の
で
あ
る
。

幹
部
逮
捕
を
示
唆
す
る
第
一
報
は
、
同
年
六
月
四
日
に
ジ
ェ

γ
ダ
領
事
が
パ
タ
ヴ
ィ
ア
に
打
電
し
た
併
文
の
電
報
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
は

⑬
 

ま
だ
「
ア
ラ
ブ
政
府
は
指
導
者
を
逮
捕
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
前
に
紹
介
し
た
六
月
一
七
日
の
報
告
で
は
、
既

@
 

に
逮
捕
は
行
な
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
「
議
長
マ
ハ
ダ
ル
は
ま
だ
逃
亡
中
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
は
最
初
に
捕
え
ら
れ
た
六

名
に
つ
い
て
次
の
援
に
記
し
て
い
る
。

1 

ス
タ
ン
・
ム
ン
チ
ャ
ク

(ωDog
ロ
富
。
。
三
宮
r〉

ス
マ
ト
ラ
西
部
の
パ
ダ
ン
・
パ
ン
ジ
ャ
ン
出
身
。

彼
は
ス
マ
ト
ラ
西
海
岸
に
お
い

て
、
既
に
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
パ
ダ
ン
・
パ
ン
ジ
ャ
ン
と
ソ
ロ
ク
の
反
飽
に
参
加
し
た
。

2 

パ
キ
・
リ
パ
ッ
ト
(
句
ω
r
F
E旬
曲
同
)

ソ
ロ
グ
出
身
。

ソ
ロ
ク
の
反
飽
の
指
導
者
。

p
I
I
の
曾
計
係
、
曾
員
カ
ー
ド
を
貰
る
係
。

13 

3 

マ
ル
フ
ム

(
7
A
R
r
。。ョ〉

パ
ダ
ン
出
身
。
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4 

ア
ブ
ド
ウ
ッ
ラ
l

・
カ
ミ
ル
(
〉
「
品
。
巳
z
r
H内
曲
自
己
〉

パ
ナ
マ
ン
・
パ
ダ
ン
出
身
。

p
I
I
の
書
記
。

5 

ス
マ

J

ア
ィ
サ
ス
ト
ラ

(ωooHロ
m

丘
町
営
可
印
)

S
B
I
の
書
記
。
彼
は
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
も
嫌
疑
を
受
け
た
が
放
兎
さ
れ
、
〔
嘗
局
に
よ
り
〕

ス
パ
イ
と
し
て
使
わ
れ
た
。

6 

ガ
ン
ダ
(
。
自
色
白
)

パ
ン
ド
ゥ
ン
の
ウ
ジ
ュ
ン

・プ

ル
ン
出
身
。
バ
ン
ド
ヮ
ン
で
二
日
開
監
禁
さ
れ
、

ス
パ
イ
と
し
て
利
用
す
る
た
め

に
樺
放
さ
れ
た
。

S
B
I
の
曾
計
係
。

ま
た
、
そ
の
後

7 

ハ
ジ
・
タ
ン
ス
ィ
・
グ
ラ
ル
・
バ
ギ
ン
ド
(
民
主
ピ
、
H
，

g
m巴
問
己
民
国
高

-ZE〉

別
名
ア
ブ
ド
ウ
ル
ラ
ハ
マ
ン
(
〉

E00三
島
B
B
)

8 

e

フ
シ

ロ
(
切
O
M』
円
。
)

@
 

の
二
人
が
逮
捕
さ
れ
、
結
局
合
計
八
人
に
達
し
て
い
る
。

「
メ
ッ
カ
に
お
け
る
共
産
黛
活
動
の
本
来
の
指
導
者
粂
組
織
者
」
と
目
さ
れ

て
い
た
マ
ハ
ダ
ル
は
逃
亡
を
績
け
、
迭
に
逮
捕
を
菟
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
問
題
の
メ
ッ
カ
園
設
の
指
導
者
達
は
警
察
の
目
を
逃
れ
た
」
と

@
 

領
事
の
「
巡
膿
報
告
」
が
特
に
複
数
で
記
し
て
い
る
所
を
見
る
と
、
マ
ハ
ダ
ル
以
外
に
も
逃
げ
お
お
せ
た
者
は
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

一方、

- 14ー

こ
れ
以
後
そ
の
活
動
は
絶
え
た
様
で
あ
る
。

ジ
ェ
ッ
ダ
領
事
フ
ァ
ン

・
デ
ル
・
ミ
ュ
l
レ
ン
は
六
月
二

O
日
夜
、

ジ
エ
ヅ
ダ
警
察
の
木
造
聴
舎
に
お
い
て
、
全
員
を

一
人
ず
つ
訊
問
し、

二
二
日
に
そ
の
結
果
を
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
総
督
に
書
き
逢
っ
た
。
そ
の
全
文
を
末
尾
に
附
録
と
し
て
掲
げ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
西
部
ス
マ
ト
ラ
出
身
者
五
名
、
西
部
ジ
ャ
ワ
出
身
者
三
名
で
、
皆
一
様
に

S
B
I
お
よ
び

P
I
I
の
二
園
陸
と
の
関
係
を

否
認
し
て
い
る
。

マ
ハ
ダ
ル
と
面
識
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
場
合
で
も
、

そ
の
許
債
は
大
世
に
お
い
て
否
定
的
で
、

「
彼
の
た
め
に
一
生
を
誤

一
四
日
聞
に
及
ぶ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
の
留
置
場
で
の
苛
酷
な
待
遇
が
、
彼
等
を
萎
縮
さ
せ
た

た
し
か
に
彼
等
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
黛
の
中
極
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
す
程
の
大
物
で
な
い
こ
と
は
、
誰
の
眼
に

も
明
白
で
あ
っ
た
。
武
装
蜂
起
に
際
し
て
各
自
の
地
区
で
の
指
導
者
で
あ
っ
た
者
は
少
な
く
な
い
が
、

ま
っ
た
」
と
い
う
調
子
が
全
部
に
共
通
し
て
い
る
。

こ
と
も
あ
ろ
う
が
、

こ
の
事
買
は
第
一
に
黛
の
執
行
部
が
地



方
支
部
か
ら
遊
離
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
個
々
の
反
凱
が
共
産
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
令
と
は
殆
ど
無
縁
の
青
年
達

に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
一
示
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
彼
等
の
メ
ッ
カ
潜
入
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
黛
の
組
織
的
行
動
と
見
る
こ

と
は
到
底
無
理
と
思
わ
れ
る
。
成
程
S
B
I
と
P
I
I
は
八
人
が
検
翠
さ
れ
た
後
も
、
多
少
の
活
動
を
績
け
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の

さ
さ
や
か
な
組
織
に
、
聖
地
に
お
け
る
共
産
黛
再
建
な
ど
と
い
う
放
腫
な
夢
が
託
さ
れ
て
い
よ
う
と
は
、
到
底
思
わ
れ
な
い
。
そ
し
て
、
た
と

え
そ
の
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
の
八
人
の
検
穆
と
本
園
迭
還
に
よ
っ
て
、
事
買
上
終
り
を
告
げ
た
と
見
て
よ
い
。

@
 

一
五

O
O
人
も
の
開
園
す
る
巡
躍
者
と
接
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
墓
ま
し
く
な
い
」

「
彼
等
が
一
隻
の
巡
躍
船
で
謹
選
さ
れ
る
こ
と
は
、

八
人
は
六
月
一
七
日
に
オ
ラ
ン
ダ
船
シ
ン
ケ

て
フ
蹴
一
隻
に
乗
せ
ら
れ
て
、
ス
マ
ト
ラ
北

@
 

西
端
に
面
す
る
小
島
サ
パ
ン
に
迭
ら
れ
た
。
「
二
l
三
の
者
は
無
罪
、
他
の
者
は
微
罪
」
と
の
ジ
ェ
ッ
ダ
領
事
の
諜
想
通
り
、
「
八
人
の
中
七

@
 

人
は
樟
放
さ
れ
同
」
様
で
あ
る
が
、
彼
は
最
近
護
行
さ
れ
た
回
顧
録
で
は
「
大
部
分
の
者
は
デ
ィ
グ
l
ル
迭
り
と
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

と
い
う
ジ
エ
ヅ
ダ
領
事
の
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

或
い
は
一
旦
揮
放
さ
れ
、

か
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
語
る
史
料
は
、
今
ま
で
の
所
見
嘗
ら
な
い
。

暫
く
経
っ
て
か
ら
別
の
理
由
で
流
刑
に
慮
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
作
者
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う

- 15ー

四

む
す
び
|
|
事
件
の
結
末
と
意
義

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
は
圏
内
に
お
い
て
は
こ
の
検
奉
事
件
に
つ
い
て
の
批
判
を
、
巌
し
い
言
論
統
制
に
よ
っ
て
切
り
抜
け
た
が
、
海
外

の
新
聞
は
「
イ
プ
ン
・
サ
ウ
ド
王
が
西
欧
植
民
地
勢
力
を
助
け
て
、
ム
ス
リ
ム
人
民
の
解
放
運
動
を
阻
止
し
た
」
と
し
て
烈
し
く
非
難
す
る
も

@
 

の
が
多
か
っ
た
。
王
に
抗
議
電
報
を
寄
せ
る
例
も
見
ら
れ
、
と
く
に
カ
イ
ロ
の
ア
ズ
ハ
ル
大
皐
在
皐
中
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留
皐
生
か
ら
の
不
満

表
明
が
目
立
っ
た
。

15 

こ
の
よ
う
な
反
躍
は
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
の
議
想
を
越
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
政
府
は
直
ち
に
聾
明
を
設
し
、

ラ
ン
ダ
政
府
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
言
い
、
ま
た
「
彼
等
は
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
で
法
を
破
っ
た
た
め
に
追
放
さ
れ
る
の
で
は

「
八
人
の
引
渡
し
は
オ
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メ
ッ
カ
に
お
い

て
こ
の
聞
の
安
寧
秩
序
を
乱
す
目
的
で
園
鐙
を
組
織
し
た
か
ら
だ
」
と
説
明
し
て
、

捧
解
に
つ
と
め
た
が
、
そ
の
立
場

@
 

は
明
ら
か
に
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
政
醸
が
要
請
し
た
数
人
の
個
人
を
検
奉

な
く
、

す
る
こ
と
に
は
も
は
や
殆
ど
協
力
し
よ
う
と
せ
ず
、
逆
に
「
今
後
は
不
法
行
筋
者
が
聖
地
に
来
る
こ
と
を
防
止
す
る
様
に
」
と
オ
ラ
ン
ダ
政
府

に
要
請
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
全
ム
ス
リ
ム
世
界
は
、
「
メ
ッ
カ
は
西
洋
の
征
服
者
達
の
支
配
を
覆
そ
う
と
す
る
植
民
地
出
身

@
 

者
の
行
動
に
と
っ
て
、
安
全
な
場
所
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
は
メ
ッ
カ
に
代
っ
て
カ
イ
ロ
が
そ
の
中
心

と
見
な
さ
れ
る
に
至
る
。
或
る
マ
ラ
イ
人
の
開
学
生
が
後
に
述
懐
し
た
様
に
、

@
 

も
事
ぶ
こ
と
が
出
来
た
」
わ
け
で
あ
る
。

「
メ
ッ
カ
で
は
宗
教
し
か
拳
べ
な
か
っ
た
が
、

カ
イ
ロ
で
は
政
治

一方、

オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
と
っ
て
も
、
こ
の
事
件
の
後
味
は
苦
い
も
の
で
あ
っ
た
。

カ
イ
ロ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留
皐
生
は
同
地
の
オ
ラ
ン
ダ

外
交
部
に
著
し
い
不
信
の
念
を
抱
き
、
ま
た
メ
ッ
カ
駐
在
の
副
領
事
と
同
地
の
「
ジ
ャ
ワ
コ

ロニ

ー
」
の
青
年
達
と
の
接
燭
は
失
わ
れ
た
。
ジ

我
が
政
府
は
こ
の
こ
と

〔
引
用
者
註
|
メ
ッ
カ
が
民
族
主
義
運
動
の
中
心
と
し
て
不
適
嘗
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
一
般
に
徹
底
し
た
こ
と
〕
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エ
ツ
ダ
領
事
は

「、巡
睦
報
告
」
の
中
で
、

に
つ
い
て

イ
ブ
ン

・
サ
ウ
ド
政
府
に

感
謝
し
て
よ
い
。

一
方
、
二
度
と
こ
う
い
う
〔
引
用
者
註
l
政
治
犯
逮
捕
の
〕
要
請
を
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
銘

記
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
ム
ス
リ
ム
の
聖
地
の
支
配
者
と
し
て
の
彼
の
困
難
な
立
場
の
ゆ
え
に

l
l結
果
論
に
な
る
が
1
1
1
メ
ッ
カ
に
お
け

@
 

る
共
産
主
義
運
動
は
別
の
形
で
防
止
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

と
記
し
て
、
軽
拳
を
悔
ん
で
い
る
。

結
局
、

メ
ッ
カ
周
溢
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
黛
の
宣
停
活
動
は
、

オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
と
っ
て
大
し
た
脅
威
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な

か
?
た
し
、

し
か
も
、
上
記
八
名
の
逮
捕
に
よ
っ
て
将
来
も
そ
の
可
能
性
は
殆
ど
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
園
際
世
論
を

刺
激
し
て
ま
で
そ
の
監
覗
や
取
締
を
行
な
う
必
要
を
感
じ
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
嘗
然
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
メ
ッ
カ
巡
膿
者
の
取
締
は
、
依
然
論
議
の
的
と
は
な
り
な
が
ら
も
、
梢
々
緩
和
さ
れ
た
気
配
も
あ
る
。
植
民

そ
の
結
果
、



地
政
麗
に
謝
す
る
ム
ス
リ
ム
の
煽
動
に
口
買
を
興
え
な
い
た
め
に
、
信
仰
園
時
の
荷
物
検
査
を
従
来
の
様
に
全
員
に
つ
い
て
は
行
な
わ
ず
、
と
く

@
 

に
ジ
ェ

γ
ダ
か
ら
連
絡
の
あ
っ
た
要
注
意
人
物
の
ほ
か
「
敷
十
人
程
度
の
」
荷
物
を
、
預
防
措
置
と
し
て
検
査
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
今
ま
で
全
巡
躍
者
は
開
園
後
直
ち
に
居
住
地
の
レ
へ
ン
ト
ハ
ヨ
哲
三
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
は

zzt日
本
占
領
時
代
に
は
「
豚
長
」
と
課
し
た
〉

ま
た
は
地
医
長

2
2
ュr
r
g
E
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
は
司
包
自
曲
目
木
占
領
時
代
に
は
「
郡
長
」
と
誇
し
た
)
に
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
は
普
通
の
巡
躍
者
に
と
っ
て
負
措
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
危
険
分
子
は
簡
単
に
菟
れ
る
か
ら
無
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
「
定
住
地

@
 

に
到
着
後
七
日
以
内
に
」
届
け
出
る
こ
と
に
改
め
た
。
こ
の
様
な
措
置
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
黛
の
武
装
蜂
起
の
後
始
末
が
完
全
に
終
っ
た

と
見
た
、

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
政
醸
の
安
堵
感
の
現
わ
れ
で
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。

ジ
ェ

γ
ダ
領
事
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ミ
ュ

l
レ
γ
は
、
回
顧
録
の
中
で
過
激
分
子
の
メ
ッ
カ
巡
瞳
に
燭
れ
、

と
し
て
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
彼
等
は
三
つ
の
誤
算
を
し
た
」

一
、
イ
プ
ン
・
サ
ウ
ド
支
配
下
の
メ

ヅ
カ
は
ど
の
様
な
政
治
運
動
に
も
適
さ
な
か
っ
た
。
王
は
極
度
の
正
統
涯
、

イ
ス
ラ
ム
の
清
教
徒
の
指

- 17ー

導
者
で
あ
り
、
メ
ッ
カ
を
再
び
員
の
「
聖
都
」
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
活
動
を
排
し
て
宗
教
だ
け
の
場
所
に
し
よ
う
と
し
た
。

二
、
彼
等
が
メ
ッ
カ
で
曾
っ
た
ロ
シ
ア
人
達
は
彼
等
を
助
け
る
気
は
あ
っ
た
が
そ
の
能
力
を
依
い
て
い
た
。
波
遣
さ
れ
て
い
た
の
は
イ
ス
ラ

ム
数
徒
の
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
ま
ず
第
一
に
共
産
主
義
者
で
あ
り
、
従
っ
て
無
神
論
者
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
父
租
の
宗
教
を

よ
く
知
ら
な
か
っ
た
。

メ
ッ
カ
で
植
民
地
出
身
の
巡
躍
者
達
に
反
植
民
地
闘
争
の
た
め
の
宜
俸
が
簡
単
に
寅
施
出
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
彼

等
の
期
待
は
、
大
き
な
誤
算
だ
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。

三
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
裁
判
官
の
手
は
イ
ス
ラ
ム
の
禁
断
の
都
の
中
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。

そ
れ
は
我
が
領
事
館
に
配
属
さ
れ
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
官
吏
の
忠
誠
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
彼
等
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
た
め
に
メ
ッ
カ
に
自
由
に
出
入
り
を
許
さ
れ
た
し
、

17 

嘗
時
の
メ
ッ
カ
の
清
数
徒
的
政
権
が
、
政
治
的
、

@
 

よ
り
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
反
西
欧
的
運
動
に
ど
う
反
雁
す
る
か
を
、
我
が
民
族
主
義
者
や
ロ
シ
ア
人
達
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鍛
ジ
ェ
ッ
ダ
領
事

D
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ミ
ュ

l
レ
ン

か
ら
東
イ
ン
ド
総
督
宛
の
書
簡

ジ
ェ
ッ
ダ
に
て
一
九
二
七
年
六
月
一
一
一
一
日
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奔
啓
総
督
閣
下

一
九
二
七
年
六
月
一
七
日
の
書
簡
に
引
績
き
、
次
の
事
を
報
告
し
ま
す
。

即
ち
今
日
プ
リ
ュ
ッ
へ
(
苫
ロ
m
m与
を
船
長
と
す
る
シ
ン
ケ
ッ
プ
競
に
よ

り
、
オ
ラ
ン
ダ
臣
民
八
人
|
|
反
オ
ラ
ン
ダ
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
と
の
嫌

疑
を
受
け
、
メ
ッ
カ
に
お
い
て
へ
ジ
ャ
ス
政
府
に
よ
り
検
摩
さ
れ
た
ー
ー
が

サ
パ
ン
に
迭
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
巡
穫
の
錦
図
シ
ー
ズ

ン
の
多
忙
の
中
で
、
私
は
こ
れ
ま
で
詳
細
な

報
告
を
塗
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
初
私
は
六
月
二

O
臼
夜
、
ジ
且
ツ
ダ
の
饗
察
署
の
バ
ラ
ッ
ク
に
お
い
て

一
人
ず
つ
訊
問
し
、
私
は
四
人
の
ア
ラ
ブ
人
兵
士
逮
と
共
に
、
彼
等
を
船
に

移
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
支
障
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ハ
ジ
・
マ
ル
フ
ム
は

「
東
イ
ン
ド
に
迭
還
し
な
い
で
く
れ
」
と
懇
願
し
、
そ
れ
が
策
現
す
る
な
ら

自
殺
す
る
と
公
言
し
ま
し
た
。
ハ
ジ
・
マ
ル
フ
ム
は
再
び
東
イ
ン
ド
に
飼
ら

ぬ
つ
も
り
で
、
メ
ッ
カ
で
シ
ェ
イ
ク
の
助
手

(
d
Z
E
-臼
』

2
nご
と
し
て
身

を
立
て
て
い
た
の
で
す
。
副
領
事
は
彼
の
検
傘
に
際
し
、
彼
の
家
族
の
一
員

か
ら
彼
に
宛
て
た
手
紙
|
|
警
察
に
押
放
さ
れ
た
ー
ー
を
讃
み
ま
し
た
。
手

紙
の
筆
者
は
そ
の
中
で
彼
に
、
「
差
嘗
り
五

l
六
年
メ
ッ
カ
に
留
ま
る
が
よ

い
。
何
故
な
ら
閣
で
は
警
察
が
非
常
に
殿
し
く
な
り
、
お
前
は
直
ち
に
検
摩

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
手
紙
を
メ
ッ
カ

警
察
か
ら
入
手
し
、
閣
下
に
お
迭
り
す
る
様
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

マ
ハ
ダ
ル
〈
ま
た
は
ミ
フ
ダ
ル
)
は
メ
ッ
カ
に
お
け
る
共
産
集
活
動
の
本

来
の
指
導
者
、
粂
組
織
者
で
す
が
、
我
々
は
ま
だ
彼
を
捕
え
て
い
ま
せ
ん
。

退
任
し
た
副
領
事
は
彼
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
嘗
地
出
夜
前
に
そ
の
隠
れ
家

を
褒
見
す
る
勢
を
取
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

ハ
ジ
・
パ
ギ
ン
ダ
・
タ
ン
ス
ィ
は
ス
マ
ト
ラ
西
岸
地
区
プ
リ
ア
マ
ン
の
反

鋭
で
指
導
的
役
割
を
演
じ
た
人
物
で
す
。
彼
の
検
撃
と
迭
還
は
出
身
地
の
レ

シ
デ
ン
ト
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一
人
の
西
ス
マ
ト
ラ
人
も
や

は
り
迭
還
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
首
地
で
も
そ
の
指
令
は
貸
く
行
き
わ
た
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
検
怨
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

同
封
の
八
人
の
訊
問
調
書
作
成
の
あ
と
で
、
私
は
「
二
、
三
の
者
は
無

罪
、
他
は
微
罪
」
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
彼
等
に
つ
い
て
の
輿
相
究
明

の
手
段
は
首
地
で
は
不
十
分
で
す
。
パ
タ
ヴ
ィ
ア
や
パ
ダ
ン
で
な
ら
、
田
県
相

究
明
は
速
や
か
に
成
功
し
、
無
罪
の
者
は
直
ち
に
自
由
の
身
と
な
る
で
し
ょ

う
。
八
人
の
中
、
四
人
は
放
券
と
切
符
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
二
、
三
の
者

は
密
航
者
で
、
放
券
、
切
符
を
持
た
ず
に
骨
白
地
に
着
い
て
い
ま
す
。
彼
等
が

メ
ッ
カ
に
残
し
た
荷
物
、
鐙
明
書
、
切
符
等
は
な
る
べ
く
早
く
迭
る
つ
も
り

で
す
。
ジ
ェ

V

ダ
の
海
運
代
理
庖
に
針
し
、
私
は
こ
の
八
人
の
輪
迭
の
た
め

の
臨
時
出
費
を
立
替
え
、
あ
と
で
閣
下
に
請
求
す
る
橡
定
で
す
。

こ
の
書
簡
と
共
に
、
途
還
者
の
名
前
と
陳
述
の
抄
録
を
迭
り
ま
す
。
な
お

サ
パ
ン
の
行
政
責
任
者
に
伺
い
た
い
の
は
、
「
西
ス
マ
ト
ラ
出
身
者
は
サ
パ
ン

か
ら
直
ち
に
パ
ダ
ン
へ
鱒
迭
し
、
そ
こ
で
訊
問
し
た
方
が
よ
く
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
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領
事
フ
ァ
ン

・
デ
ル
・
ミ
ュ

l
レ
ン
の

八
人
訊
聞
の
メ
モ

〔
西
ス
マ
ト
ラ
出
身
者
〕

一
ア
ブ
ド
ウ
ラ
l

別
名
カ

ミ
ル
は
私
と
同
じ
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
シ
ン
ケ
ヅ

プ
放
に
行
っ

た
。
彼
は
身
飽
の
具
合
が
思
そ
う
に
見
え
、
ふ
る
え
た
り
す
す
り
泣
い
た

り
し
た
。
暫
く
縫
っ
て
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
「
こ
れ
か
ら
よ
い
待
遇
を
受

け
る
だ
ろ
う
か
、
」
と
私
に
尋
ね
た
。
彼
は
、
自
分
遥
は
メ
ッ
カ
で
一
四

日
間
の
監
禁
生
活
中
非
常
に
苦
し
い
思
い
を
し
、
十
分
な
食
物
を
得
ら
れ

な
か
ア
た
、

と
言
っ

た
。
彼
'
凶
，
北
は
少
し
罪
が
あ
る
が
、

彼
は
全
く
罪
の

な
い
三
人
の
友
の
こ
と
を
特
に
悲
し
ん
で
い
た
。

そ
の
三
人
と
は
ガ
ン

ダ
、
プ
シ
ロ
、
及
び
リ
パ
ッ
ト
で
あ
る
。
彼
は
タ
ン
ス
ィ
の
名
も
翠
げ
た

が
、
タ
ン
ス
ィ
が
西
ス
マ
ト
ラ
政
艇
の
特
別
の
要
請
で
迭
還
さ
れ
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
さ
ら
に
「
私
の
あ
や
ま
ち
は
、
幾
分
か
は
私
の
少

年
附
代
の
せ
い
だ」

と
言
っ
た
。
東
イ
ン

ド
で
彼
は
共
産
黛
〔
の
運
動
〕

に
熱
中
し
、
そ
の
地
の
煽
動
が
服
部
に
鹿
せ
ら
れ
る
と
、
彼
の
父
は
彼
を

共
産
熊
サ
ー
ク
ル
か
ら
救
い
出
し
、
迫
及
か
ら
逃
れ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

メ
ッ
カ
抑制躍
を
祖
父
と
共
に
例
ま
せ
た
後
で
、
彼
は
ア
ズ
ハ
ル
〔
大
祭
〕

へ
勉
強
し
に
行
っ
た
。
彼
は
「
も
は
や
政
治
活
動
に
加
わ
ら
な
い
つ
も
り

で
メ
ッ
カ
に
行

っ
た
の
だ
」
と
公
言
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
メ
ッ
カ

で
マ
ハ
ダ
ル
に
誘
惑
さ
れ
た
。
彼
は
マ
ハ
ダ
ル
が
メ
ッ
カ
の
カ
フ

ェ
で
語

る
の
を
聞
き
、
そ
の
甘
言
(
向
0
0

宏
君
。
。
丘
町
る
に
魅
せ
ら
れ
た
。
こ

れ
以
前
か
ら
ア
ブ
ド
ウ
ラ
ー
は
既
に
闘
飽
設
立
の
計
設
を
抱
い
て
人
々
の

問
を
行
き
来
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ワ
巡
膿
者
逮
の
迷
信
的
風
習
を
打

破
し、

彼
等
に
最
も
適
し
た
待
遇
が
メ
ッ
カ
で
得
ら
れ
る
様
に
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
集
舎
が
関
か
れ
た
。

マ
ハ
ダ

ル
の
言
葉
は
徐
り
に

も
早
く
、
鋭
く
政
治
の
領
岐
に
傾
斜
し
て
行
っ
た
。
マ
ハ
ダ
ル
の
怠
回
を

知
り
始
め
た
時
、
彼
は
マ
ハ
ダ
ル
を
議
長
の
座
か
ら
追
お
う
と
同
志
淫
と

話
し
合
っ
た
。
本
来
の
宗
教
的
目
的
は
7

ハ
ダ
ル

に
よ

っ
て
失
敗
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
た
。
タ
ン

ス
ィ
、
ガ

ン
グ
、
プ
シ
ロ
、

及
び
リ
パ
ッ
ト
は

P

I
I
叉
は

S
B
I
と
何
の
関
係
も
な
い
。

二

ハ

ジ

・
パ
ギ
ン
ダ
・
タ

ン
ス

ィ

彼
は
激
し
く
逮
捕
に
抗
議
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
彼
は
大
き
な
損
失
を

蒙
り
、
と
く
に
巡
躍
が
果
せ
な
く
な
っ
た
の
だ
。
彼
は
メ
ッ
カ
に
作
ら
れ

た
剛
健
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
い
、
と
言
い
、
す
べ
て
の
損
害
に
つ
い

て
賠
償
を
要
求
し
た
。
か
つ
て
ス
マ
ト
ラ
に
お
い
て
共
産
撲
に
か
か
わ
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
、
事
件
後
二
カ
月
も
パ
ダ
ン
で
捕
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
後
四
梓
放
さ
れ
て
メ
ッ
カ
に
来
た
由
で
あ
る
。
私
は
そ
の
あ
と
で

彼
に
こ
う
言
っ
た
。

「
君
は
西
ス
マ
ト
ラ
蛍
局
の
要
請
に
よ
り
途
別
幽
さ
れ

る
の
だ
。
」
彼
の
抗
議
的
態
度
は
一
皮
し
た
。
し
か
し
彼
は
、
す
べ
て
は

中
傷
だ
と
言
い
張
り
、
自
分
の
無
貨
は
何
れ
分
る
だ
ろ
う
、
と
主
張
し
協和

け
た
。

一
一
一
ハ

ジ

・
マ
ル
フ
ム

こ
の
男
は
最
も
激
し
く
抗
議
し
、
「
迭
還
さ
れ
る
な
ら
自
殺
す
る
」
と
脅

し
た
。
彼
は
メ
ッ
カ
に
於
て
副
領
事
に
手
紙
を
迭
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。

彼
は
そ
の
中
で
ス
パ
イ
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
申
し
出
、

「
稗
放
さ
れ

た
ら
マ
ハ
ダ
ル
〔
の
居
所
〕
を
教
え
て
上
げ
よ
う
」
と
提
案
し
て
い
た
の

だ
。
彼
は
そ
の
説
明
を
私
に
劃
し
て
繰
返
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。
「
私
の

同
士
山
が
私
の
不
幸
の
原
因
で
あ
る
。
彼
等
を
あ
な
た
方
に
引
渡
す
た
め
な

一一 つ均 一一



ら
、
何
で
も
や
ろ
う
。
」

S
B
I
に
つ
い
て
、
彼
は
何
も
知
ら
な
い
。

彼
は
マ
ハ
ダ
ル
、
カ
ミ
ル
、
及
び
ス
マ
デ
ィ
サ
ス
ト
ラ
の
煽
動
に
乗
せ
ら

れ
て
、
曾
計
係
と
し
て

P
I
I
に
加
わ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
イ
ス
ラ
ム
教

と
宗
教
皐
の
研
究
を
進
め
た
い
と
い
う
確
信
を
抱
い
て
い
た
。

宗
族
の

一
員
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
彼
は
認
め
た
。
そ
の
中
で

彼
は
「
五
、
六
年
メ
ッ
カ
に
留
ま
る
様
に
」
と
の
忠
告
を
受
け
て
い
た
。

彼
は
「
私
は
共
産
認
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。
も
は
や
東
イ
ン
ド
に
は
締

り
た
く
な
い
」
と
語
っ
た
。
彼
は
ハ
ジ

・
タ
ン
ス
ィ
、
プ
シ
ロ
、
リ
パ
ヴ

ト
を
知
ら
な
い
、
と
明
言
し
た
。

四
リ
パ
ッ
ト
・

パ
キ

・
メ
レ

l
ノ
(
河
仔
巳
可
と
2
r
F白
色
山
口
O

)

(

ソ
ロ

ク
出
身
〉

彼
は
タ
ン
ス
ィ
だ
け
は
知
っ
て
い
る
が
、

p
I
I、
S
B
I
の
雨
園
陸

と
は
全
く
関
係
が
な
い
、
と
述
べ
た
。

五
フ
ン
ド
ゥ
・
グ
ラ
ル

・
ス
タ
ン

・
パ
ム
ン
チ
ャ
ク

彼
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ボ
ン
ベ
イ
経
由
で
ジ
ェ
ッ
ダ
に
来
た
。

p
ー

ー

と
接
綱
し
た
が
、
こ
れ
を
皐
な
る
宗
教
剛
慢
だ
と
思
い
、
そ
の
イ
ニ
シ
ア

ル
が
何
の
略
吹
か
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
、
と
言
う
。
彼
は
メ
ッ
カ
で
は
コ

ラ
l
ン
の
皐
習
の
時
な
ど
に
、
紹
え
ず
ス
パ
イ
さ
れ
た
。
そ
れ
は
人
々
が

彼
を
政
治
活
動
の
か
ど
で
捕
え
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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〔
ジ
ャ
ワ
出
身
者
〕

六
ガ
ン
ダ
ウ
ィ
ナ
タ
今
ハ
ン
ド
ク
ン
出
身
)

彼
は
刑
務
所
に
入
っ
て
始
め
て
こ
れ
ら
の
人
々
と
知
り
合
っ
た
。
こ
の

事
件
に
つ
い
て
そ
れ
以
外
に
は
何
も
知
ら
な
い
。
た
だ
カ
ミ
ル
と
ス
マ
デ

ィ
サ
ス
ト
ラ
と
は
面
識
が
あ
っ
た
。
彼
は
商
圏
僅
の
ど
ち
ら
の
メ
ン
バ

ー

で
も
な
い
、
と
言
う
。

七

プ

シ

ロ

彼
は
ム
ハ
マ
デ

ィ
ア
の
一
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
メ
ッ
カ
の
総
督
エ
ミ

l

ル
・
フ
ァ
イ
サ
ル
(
開
ヨ
可
司
巳

z-)
の
所
で
、
二
、
三
の
同
志
と
共
に

謁
見
を
許
さ
れ
、
ア
ル
・
ハ
ラ
ム
〈
〉
-
Z
R
ω
自
)
の
モ
ス
ク
に
お
い
て

講
義
を
行
な
う
許
可
を
申
請
し
た
。
マ
ハ
ダ
ル
は
こ
れ
を
聞
く
と
ム
ハ
マ

デ
ィ
ア
を
罵
倒
し
、
自
分
の
闘
慢
を
宣
出
陣
し
た
。
「
こ
れ
以
上
マ
ハ
ダ
ル

に
関
す
る
こ
と
を
何
も
言
わ
な
い
で
欲
し
い
」
と
彼
は
言
う
。

八
ス
マ
デ
ィ
サ
ス
ト
ラ
(
ガ
ル
ゥ
ト
出
身
)

〔
園
管
質
屋
の
〕
元
主
任
査
定
官

(
r
o
o
E
ω
n
Z
3
0
C
の
ち
に
解
雇
さ

れ
た
が
、
〔
メ
ッ
カ
巡
躍
の
た
め
の
?
〕
財
政
援
助
が
輿
え
ら
れ
た
。
マ

ハ
ダ
ル
に
よ
っ
て
彼
は
そ
の
図
鐙
に
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
宗

教
的
目
的
し
か
知
ら
な
か
っ
た
。

彼
は
マ
ハ
ダ
ル
と
ガ
ル
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
。
守
ハ
ダ
ル
は
彼
が
迭
り

出
す
べ
き
巡
櫨
者
逮
を
ア
パ
ス
・
イ
ラ
ギ
(
〉

r
g
r白
岡
田
〉
に
引
渡
す

様
、
要
請
し
た
。
マ
ハ
ダ
ル
は
巡
雄
一
入
賞
り
二
ポ
ン
ド
を
約
束
し
た
。

ハ
ア
パ
ス
・
イ
ラ
ギ
に
つ
い
て
は
私
の
一
九
二
七
年
六
月
一
七
日
附
書

簡
、
七
五
八
1

一
O
四
披
参
照
。
)
そ
の
後
、
彼
は
蛍
地
メ
ッ
カ
で
久
し

ぶ
り
に
マ
ハ
ダ
ル
と
再
曾
し
た
、
と
言
う
。

〔
署
名
〕
フ
ァ
ン
・
デ
ル

・
ミ
ュ
l
レ
ン
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The Abortive Uprisings of the Indonesian Communist Party and

　　　

Its Influence on the Pngrims to Mecca: 1926-1927

NａｇａｚｕｗiiAkiｒａ

　　

In the year 1345 of the Muslim calendar （Jｕly 12, 1926-July 1，1927)

the number of the pilgrims from the Netherlands　Indies reached　the

unprecedented fifty-two thousand which amounted to 42.6 percent of the

total pilgrims of the year. Some reasons are attributed to this phenomenal

increase : the native planters in χA^'estSumatra were enjoying the highest

prosperity in tropical produce, especially rubber ；　King Ibn Saud finally

brought about unity and stability to Arabia after years of struggle among

the tribes of the region ； the day ending the fasting period in that year

was believed to be unusually lucky according to the Muslim calendar.

　　

The Indonesian Communist Party, abbreviated as PKI, started around

the same time premature and sporadic uprisings in Java and West Sumatra,

only

　

to

　

be

　

suppressed

　

individually and　easily　by　the Dutch colonial

government.

　

This indicated that the period of relatively enlightened ｃ０１０-

nial policy for ａ quarter of ａ century gave way to that of an authoritarian

stance, which was to last until the outbreak of ぺA^orld War II、Most of

the captured Communist rebels were either ｅχecuted, imprisoned or ｅχiled

to remote islands. Rumor had it, however, that some of them successfully

traveled to Mecca where they tried to carry out an anti-colonial propa-

ganda to the Indonesian and Malay pilgrims. The Dutch Consulate in

Jidda kept ａ watchful eye over the Indonesian community in Mecca by

stationing there a vice-consul who was Muslim Indonesian.

　　

In the course of ａ few months the Dutch personnel of the delegation

gathered the information that several members of the former Indonesian

Communist Party were carrying out ａ propaganda activity not only for

their compatriots but also for local Arabian laborers, though with even

less success. The delegation also suspected that there must be at least

moral support for this activity on the part of the Russian Consulate in

Jidda. The Netherlands home government decided to request its Arabian
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counterpart the arrest and delivery of these former PKI members. This

put the Arabian government before a di伍cult choice.　０ｎthe one hand,

it did feel obliged to accept the demand of the Netherlands government

which, after all,was the greatest supplier of the pilgrims and, accordingly,

the best benefactor to the finances of the country.　０ｎ the other hand,

however, had it fulfilledthe Dutch request, it would have been criticized

for having captured the Muslims, even if nominal, while performing one

of their five cardinal duties. Those who opposed most firmly to the idea

were some cabinet members who had taken refuge from Syria then under

the French colonial rule. After heated debates King Saud finallyordered

the arrest and delivery of the Communists to the Netherlands delegation.

They were neither the prominent PKI members nor had they been directly

involved in the uprisings.　With their repatriation to the Netherlands

Indies the probability of ａ similar infiltrationin the future by the PKI

remnants seems to have tapered ｏ任. The Muslim as well as other protests

against the measures taken by the Saudi Arabian government came from

all over the world, damaging somewhat the prestige of the king as the

ruler of the holy city. The Netherlands government also realized how

cumbersome such ａ request was for both sides｡

　　

The Muslim radicals who had cherished some hope of making Mecca

the center for struggle with their infidel　governments must have disco-

vered that the new regime stood definitely against any politicalmove-

ments.

　

Therefore, the center of these activitiesshifted from Mecca to

Cairo.

The Nu-P‘ａ 奴僕of the Ming Period

Niｓｈｉｍｕｒａ Ｋａｚｕｙｏ

　　

The number of nu-p'u belonging to the gentry rose markedly since

the middle of the Ming dynasty.　They were the alienated peasants who

fellinto servitude through severe tａχationand corvee servicesimposed by

the state on one hand, and usury and land amassment practiced by the
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